
令和8年8月

　　謹啓　時下益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。
　　平素は格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。
　　さて、この度、別表に揚げる項目につきまして検査内容の変更を
　　させていただくことに致しましたので、取り急ぎご案内申し上げます。
　　誠に勝手ではございますが、事情をご賢察の上、何卒ご了承を賜り
　　ますようお願い申し上げます。 敬白

■検査内容変更項目

　　実施期日 （注1）令和08年10月01日(木)受付分より

■検査受託中止実施期日(最終受付日)

　　実施期日 （注2）令和08年09月29日(火) 変更が増えれば注番号は繰り下げます
　　実施期日 （注3）令和08年09月30日(水)

■新規受託項目

　　実施期日 （注4）令和08年09月30日(水)受付分より

変更が増えれば注番号は繰り下げます

ここも後日

検査内容変更のお知らせ
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裏面につづく

コード番号
(統一番号) 検査項目名 変更箇所 備　　考 注

検査法 免疫固定法(IFE法) 寒天ゲル免疫電気泳動法

その他 専用報告書のレイアウト変更

コメント見直し

検査法 免疫固定法(IFE法) 寒天ゲル免疫電気泳動法

その他 専用報告書のレイアウト変更

検体は採血後よく混和し、
備考の追加 直ちに冷却遠心を行い、

凍結保存してください。
＊：膵グルカゴンとプレセプシン検体取扱いは本案内以降、ご対応ください。

膵グルカゴン
検体取扱いの
適正化

＊

03535
(5C216)

プレセプシン ＊

23360
(5A145)

ベンスジョーンズ蛋白同定 検査内容の変更 注1

-

注1

通常遠心 冷却遠心

36141
(4G030)

新 旧

23350
(5A135)

免疫電気泳動
（特異抗血清）

検査内容の変更

遠心条件
遠心条件の
見直し

検査内容変更一覧

コード番号

(統一番号)

コード番号

(統一番号)
注

注2

検査項目名 代替項目

32628
(5F432)

32627
(3C070)

総ホモシステイン（HPLC法） ホモシステイン（LC-MS/MS法）

受託中止項目一覧 （代替項目あり）

コード番号

(統一番号) 検査項目名 中止理由 注

04505
(3A020)

注2

23310
(5A135)

免疫電気泳動（抗ヒト全血清） 測定機器老朽化のため 注3

蛋白分画（尿） 検査統合のため

受託中止項目一覧 （代替項目なし）



本検査におきまして、検査精度向上を目的として、HPLC法からLC-MS/MS法に変更いたします。

(委託先検討資料)

ホモシステイン

新旧二法の相関図

コード番号

(統一番号) 検査項目名
検体量

(mL) 容器 保存 検査方法
基準範囲

（単位）
所要日数

実施料
判断料

備　考 注

279
生Ⅱ

32628
(3C070)

血漿
0.3

M:6.3～18.9
F:5.1～11.7
（nmol/mL）

5～6
必ず採血後速やかに
血漿分離し、S3容器
に移してください。

注4ホモシステイン
T6
↓
S3

冷蔵 LC-MS/MS

新規受託項目一覧

本検査におきまして、従来法より感度が優れ微量のM蛋白を検出できる免疫固定法に変更いたします。
特異抗血清による同定は異常タンパクの確認を目的として実施しているため、グロブリン分画の
増減に関するコメント（「PolyclonalなIgGの増加」、「IgGの減少」等）は付記いたしません。
報告内容はM蛋白の判定（例：陰性、IgG-λ型、IgA-κ型 など）に限定して記載いたします。

　　　　　　

免疫電気泳動（特異抗血清）

新報告書見本

ベンスジョーンズ蛋白同定


